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滋賀県では近年大きな水害が起きていないことなどから、水害に備える智恵

や経験が記録・伝承されず風化しつつある。こうした知恵や経験は、現在にお

いても洪水発生時の減災対策を検討する上で非常に重要である。 

そこで本研究では、風化の進む水害に備える知恵や経験について、水害経験

者から聞き取り調査を行い、その結果から水害情報を体系的に伝承し情報発信

する方法について考察する。聞き取り調査については、水害時の写真を提示し

、被災経験者の記憶を効果的に引き出す手法を適用した。これにより、伊勢湾

台風や28水(昭和28年13号台風)等の数十年前の被災経験を有効的に抽出される

ことが確認された。また、古写真により被災時の空間的イメージが回想される

ことで、危険場所を集落の共有財産として遊水箇所を保全するシステムなど、

これまで明らかにされていなかった地域文化的な防災手段も確認された。 

情報発信（Web上）については、現在においても防災上有効な知識・智恵をキ

ーワード化し、受け取り手の記憶にとどめる手法をとった。しかしキーワード

化にともない、意図的に特定部分が誇張されることになるため、語り手の意図

と異なる方向性で伝承される可能性があることなど、いくつかの課題が確認さ

れた。 
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